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新学期をむかえて 

  「高止まり」の状態が続く新型コロナウイルスの新規感染者数ですが、神戸市内の直近１週間あたりのデータではピ

ークアウトの兆しが見え始めています。「第 4波」の 4月下旬のデータを見ますと、3回目の緊急事態宣言発令（4月

25 日）と同時に減少傾向へと転じ、1ヶ月後には落ち着いた状況になりました。先月 20 日配信の文書「緊急事態宣

言発令にともなう２学期の学校運営について」に記載のとおり、時差登校および 45 分授業の措置を 10 月 2 日まで実

施します。全国的には重症者数が増え予断を許さない状況が続きますが、新たな感染者については、今後 3～4 週間

で徐々に減少していくことが予測されます。本日より授業を始めていますが、校内での集団感染の発生を防ぐため、

引き続きご家庭と学校「ぐるみ」で予防にあたりたいと思います。ご協力のほど、お願い申し上げます。クラブ活動

や行事、また、報道されている学校での「検査キット」使用などにつきまして以下のとおりお知らせします。 

 〇クラブ活動について 

  ９月１２日まで原則中止とします。ただし、近畿大会、全国大会およびその予選に参加する予定のクラブについ

ては、活動時間を制限したうえで行います。 

〇体育祭（９月２８日）の保護者参観について 

中学の部（午前）、高校の部（午後）とし、保護者お一人のみ参観可とする予定です。「体育祭参観健康観察票」

を事前に配布しますので、当日、受付でご提出ください。オンライン配信はありませんのでご了解ください。。 

 〇バザー（１１月２０日）の実施形態について 

例年のバザーは、クラス単位で飲食物等の売店を運営し、収益を学外の福祉団体などに寄付しています。また、

PTA、同窓会による喫茶店や物品販売も行っています。今年度はこの形態を取りやめ、バザーの理念である「奉

仕の精神」に立って、学校内外でクラス単位又は学年単位の奉仕活動を行います。名称は「奉仕活動の日」で

す。“SHOIN School Service Campaign“という英語名をつけてみました。なお、高３は自宅学習日とします。 

〇冬休みの希望者「English Camp」について（対象：中３～高２） 

中止された夏休みの海外交流プログラムの代替行事として、校外施設を利用する「English Camp」を 12 月 23 日

～25 日に計画しています。外国人講師によるレクチャーやグループワーク、英語プレゼンテーション、様々な

異文化体験を予定しています。「英語漬け」の生活は、まさに国内にいながらの「留学体験」です。後日、国際

交流係より対象学年に案内があります。 

  〇その他 

   ・国から学校に配布される新型コロナウイルスの「検査キット」は、登校後に体調不良となった生徒について

検査を行うものです。本校では、登校後の体調不良については「検査キット」を使用せず、ただちに早退さ

せます。発熱などの症状がある場合には受診をお願いします。 

   ・学校関係者の感染が判明した場合の「学級閉鎖」「学年閉鎖」等の措置に関する「休校ガイドライン」（8月 

27 日付文部科学省発表）について報道がありました。昨日、兵庫県を通じて通知を受けました。今後、本

「ガイドライン」に準じ、状況に応じて適切な措置を行います。 

   ・生徒用トイレの清掃については、当面の期間、1学期同様に清掃業者に委託します。 

いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。これこそキリスト・イエスにおいて、神があ

なたに望んでおられることです。                                      （テサロニケの信徒への手紙Ⅰ 5:16～18） 
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                                ☞広島平和礼拝（8/6 神戸聖ミカエル教会） 

 

☞運動場のフェンス横の樹木を剪定しました。 

摩耶六甲の山並みがすっきりと見えます。 

 

👉美術部は「六甲ミー 

ツ・アート」へ出品の 

準備中です。   

「コロナブルー」                                   

  「コロナブルー」という言葉の響きに、沸き立つような青空の鮮やかな色合いをイメージしました。ターコイズブ

ルー（青みがかったトルコ石）やプルシアンブルー（17 世紀、ドイツ・プロイセンで開発された色で、日本にも江戸

中期に伝えられ浮世絵に影響を与えた）の並びといったところでしょうか。 

 しかし、今はコロナ禍、「今日は気分がブルー」などという言い方や、和製英語「マリッジブルー」と同様に、収

束の見通しが立たない現状が続くなか、漠然とした不安や焦燥感が心を支配して日常生活にも悪い影響を及ぼしてい

る状態を表します。不眠や慢性疲労、感染症とは全く関係が無くとも、ちょっとしたことでイライラが高じたり、逆

にふさぎ込んだりすることもこの兆候と言われています。英和辞書では、“blues“は「憂（ゆう）うつ」「ふさぎ

こむこと」と訳され、週明けの月曜日は、通学や通勤がおっくうになるということで“Blue Monday“という成句も

あります。折にふれ、母校を訪ねてくれる大学 1、2 回生の卒業生が発する言葉に、丁寧に生きようとするほどに閉

塞（へいそく）感に苛（さいな）まれる現実を感じることがあります。勉強の仕方も生活スタイルも高校とはまった

く異なり、大学生活のスタートは戸惑いの連続であったことでしょう。入学直後からのオンライン授業に加え、サー

クル活動や自分に合うアルバイト探しの苦労は、「キャンパスライフの謳歌（おうか）」とは言い難いのでしょう。 

 昨日（8 月 31 日）の始業式の講話のなかで、開催中の東京オリンピック・パラリンピックに触れました。選手たち

は競技を終えた後、ロッカールームへの通り路にある「ミックスゾーン」や記者会見場でコメントを求められます。

印象に残ったことは、メダリストたちが口々に「感謝の気持ち」を語っていたことでした。「オリンピック出場は決

して自分一人だけの力ではなく、支えてくれた家族やスタッフ、大会ボランティアや応援してくれたすべての人々の

存在があったから」と話す表情には、大舞台を経験したことで育くまれた、人としての成長を感じました。講話で

は、詩画作家の星野富弘さんの詩の一節「私にできることは小さなこと。でもそれを感謝してできたら、きっと大き

なことだ。」を紹介しました。小さなことや日常のあたりまえへの感謝、支えてくれる人への感謝の気持ちをいつも

持つことで、美しく、素敵な人になれるし、「コロナブルー」も防げると締めくくりました。クリスチャンであれノ

ンクリスチャンであれ、松蔭生活は神様の導きと豊かな恵みのもとで始まりました。日々を丁寧に生きることで「コ

ロナブルー」を乗り越えることもできるように思います。冒頭に掲げた聖句には「感謝」とともに「喜び」「祈り」

が記されています。コロナ禍を生き抜くキーワードではないでしょうか。 

 

 

 



SNS 学校公式アカウントを始めました 

SNS（Facebook,Twitter,Instagram,LINE）の公式アカウント運用を開始しました。学校情報や入試情報など最新情報を発

信します。どうぞよろしくお願いいたします。 

９月の行事予定 

校内での主な行事の予定です。詳細は、各学年からの連絡でご確認ください。 

9 月  １日（水） ２学期授業開始 高３実力考査（①～④） 

９月  2 日（木） 高 1・高 2 スタディーサポート（①～⑥） 

9 月  3 日（金） お誕生礼拝（8 月生まれ） 

9 月  7 日（火） 体育祭合同練習（⑤⑥中 1・高１のみ。他学年④校時まで） 

９月  8 日（水）  体育祭合同練習（⑤⑥中 2・高３のみ。他学年④校時まで） 

 9 月  9 日（木） 体育祭合同練習（⑤⑥中３・高２のみ。他学年④校時まで） 

9 月 10 日（金）  （合同練習予備日） 

 9 月 11 日（土） 高校入試説明会 中学入試（課題図書プレゼン入試）説明会 

9 月 13 日（月） お誕生日礼拝（9 月生まれ） 

9 月 15 日（水） 関西学院大学理工系学部校内説明会（高 1、高 2） 

９月 18 日（土） 関西大学キャンパスツアー（高 1）  中学入試説明会 

 9 月 22 日（水） 体育祭予行 

９月 24 日（木） （予行予備日） 

9 月 28 日（火） 体育祭（雨天順延）：中学の部（午前）、高校の部（午後） 

9 月 29 日（水） 自宅学習日（体育祭実施の場合） 


